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横
浜
の
格
差
社
会
の
現
状
と
そ
の
取
り
組
み
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①
統
計
デ
ー
タ
か
ら
見
る
横
浜
の
格
差

１
一
は
じ
め
に

　
近
年
、
格
差
社
会
論
が
過
熱
し

て
い
る
。
日
本
の
格
差
が
拡
大
し

て
い
る
と
い
う
懸
念
に
つ
い
て
、

多
く
の
専
門
家
や
学
者
が
論
じ
て

い
る
。
メ
デ
ィ
ア
で
も
頻
繁
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
『
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
』
や
い
わ
ゆ
る
『
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
難
民
』
な
ど
は
、
格
差
の
象
徴

と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
中
で
も
、

格
差
を
実
感
す
る
場
面
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

格
差
の
広
が
り
・
傾
向
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
統
計
デ

ー
タ
を
使
っ
て
格
差
の
現
状
を
確

認
し
、
全
国
の
ト
レ
ン
ト
と
比
較

し
な
が
ら
横
浜
市
の
格
差
に
つ
い

て
客
観
的
な
視
点
か
ら
検
証
す
る

こ
と
で
、
横
浜
の
格
差
像
に
迫
り
、

今
後
の
格
差
対
策
に
向
け
て
の
指

標
の
ひ
と
つ
に
繋
が
る
こ
と
を
目

指
す
。

２
一
日
本
の
格
差
を
デ
ー
タ
で
み
る

　
格
差
は
全
国
的
に
拡
大
し
て
い

る
の
か
。
代
表
的
な
統
計
デ
ー
タ

で
最
初
に
検
証
し
た
い
。

　
格
差
分
析
の
際
、
も
っ
と
も
一

般
的
か
つ
代
表
的
に
使
わ
れ
る
指

標
は
、
所
得
（
収
入
）
に
関
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
格
差
と
い
う
と

一
般
的
に
『
経
済
的
格
差
』
を
指

す
こ
と
が
多
く
、
そ
の
要
因
ま
た

は
結
果
と
し
て
最
も
如
実
に
反
映

す
る
も
の
が
所
得
の
格
差
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
所
得
に
関
す
る
統

計
デ
ー
タ
は
決
し
て
多
く
な
い
。

特
に
。
所
得
を
主
目
的
と
し
た
‘

調
査
は
希
少
で
、
”
王
目
的
は
別
の

調
査
で
所
得
に
つ
い
て
も
付
随
し

て
調
査
し
て
い
る
”
と
い
う
形
態

の
も
の
が
大
多
数
で
あ
る
。
ま
た
、

近
年
で
は
個
人
情
報
保
護
の
意
識

が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

個
人
や
世
帯
の
収
入
に
関
す
る
調

査
自
体
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

図１　平均給与の推移（全国）図３　ジニ係数の経年変化（全国）

図２　給与階級別推移（全国）
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今
回
は
、
国
税
庁
の
『
民
間
給

与
実
態
調
査
』
を
用
い
る
。
平
均

給
与
は
こ
の
９
年
連
続
で
減
少
し

て
い
る
が
、
給
与
階
級
別
で
み
る

と
、
年
収
８
０
０
万
円
超
の
層
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
の
に
対
し
、

年
収
３
０
０
万
円
以
下
の
層
は

徐
々
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
（
図
１
、
図
２
）
。
つ
ま
り
、

数
値
上
で
は
高
収
入
の
層
は
あ
ま

り
変
化
が
な
く
、
低
収
入
の
層
だ

け
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
所
得
分
配
の
不
平
等
さ

を
示
す
『
ジ
ニ
係
数
』
に
着
目
し
、

所
得
再
分
配
調
査
（
厚
生
労
働
省
）

を
使
っ
て
、
所
得
全
体
の
格
差
と

そ
の
是
正
度
合
い
に
つ
い
て
検
証

す
る
。
ジ
ニ
係
数
と
は
、
所
得
分

配
の
不
平
等
さ
を
測
る
指
標
と
し

て
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
係
数

で
あ
り
、
０
に
近
づ
く
ほ
ど
平
等
、

１
に
近
づ
く
ほ
ど
不
平
等
と
な
る

（
注
１
）
。

　
図
３
に
よ
る
と
、
当
初
所
得
の

ジ
ニ
係
数
は
年
々
上
昇
し
、
平
成

1
7
年
で
は
0
.
5
を
超
え
て
い
る
が
、

一
方
で
社
会
保
障
に
よ
る
格
差
の

改
善
度
も
年
々
上
昇
し
、
再
分
配

所
得
の
ジ
ニ
係
数
上
昇
を
抑
制
し

て
い
る
（
格
差
拡
大
を
抑
制
し
て

い
る
）
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
再
分
配
所
得
の
ジ
ニ

係
数
も
ジ
リ
ジ
リ
と
上
昇
し
て
0
.
4

に
迫
る
勢
い
で
あ
り
、
や
は
り
格

差
は
拡
大
し
て
い
る
。
（
ち
な
み

に
、
年
金
は
当
初
所
得
に
は
含
ま

れ
ず
社
会
保
障
と
し
て
再
分
配
さ

れ
る
も
の
と
定
義
し
て
い
る
た
め
、

社
会
保
障
の
拡
大
は
高
齢
化
に
よ

る
年
金
総
額
拡
大
の
影
響
が
相
当

大
き
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

税
に
よ
る
再
分
配
が
低
い
の
は
、

消
費
税
を
中
心
と
す
る
間
接
税
へ

の
ウ
ェ
イ
ト
シ
フ
ト
や
所
得
税
の

改
正
な
ど
の
逆
累
進
課
税
化
か
要

因
と
推
察
で
き
る
。
）

　
世
帯
構
成
別
で
見
る
と
、
再
分

配
所
得
に
よ
る
ジ
ニ
係
数
は
、

「
単
身
世
帯
」
「
一
人
親
と
未
婚
の

子
世
帯
」
で
高
い
が
、
再
分
配
の

度
合
い
が
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る

（
図
４
）
。
単
身
世
帯
で
は
、
当
初

か
ら
高
い
ジ
ニ
係
数
に
つ
い
て
再

分
配
に
よ
る
改
善
機
能
が
働
い
て

い
る
が
、
再
分
配
後
も
ま
だ
係
数

が
高
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
一
方
、

一
人
親
と
未
婚
の
子
世
帯
で
は
、

当
初
の
ジ
ニ
係
数
は
低
い
が
（
こ

れ
は
格
差
が
少
な
い
と
い
う
よ
り

も
裕
福
な
世
帯
が
少
な
い
と
推
測

で
き
る
）
、
再
分
配
に
よ
る
改
善

機
能
が
相
対
的
に
弱
い
と
い
う
ケ

ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
世
帯

構
成
に
つ
い
て
は
、
後
の
横
浜
の

格
差
検
証
で
再
び
着
目
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
格
差
を
国
際
比
較
し
た
場
合
ど

う
だ
ろ
う
か
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
調
査
で

公
表
さ
れ
て
い
る
ジ
ニ
係
数
値
を

用
い
て
比
較
す
る
と
、
日
本
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
も
比
較
的
数
値
が

高
い
こ
と
が
わ
か
る
（
表
１
）
。

図４　世帯構成別ジニ係数（全国）ま
た
、
こ
の
2
0
年
ほ
ど
で
、
日
本

の
ジ
ニ
係
数
値
は
上
昇
し
、
2
0

0
0
年
の
デ
ー
タ
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

平
均
を
超
え
た
。
つ
ま
り
、
こ
の

近
年
で
日
本
の
不
平
等
度
が
増

し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で
、

不
平
等
度
の
低
い
グ
ル
ー
プ
か
ら

高
い
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

３
一
横
浜
の
格
差
分
析

①
所
得
格
差
に
つ
い
て

　
先
述
し
た
が
、
所
得
に
関
す
る

統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
デ
ー

表１　０ＥＣＤ諸国のジニ係数（2000年）

図５　収入階級別世帯分布
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夕
自
体
が
多
く
な
い
う
え
に
、
地

域
別
の
も
の
と
な
れ
ば
さ
ら
に
少

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
調
査

の
中
で
も
、
例
え
ば
家
計
調
査

（
総
務
省
）
な
ど
で
は
サ
ン
プ
ル

数
が
少
な
い
な
ど
（
横
浜
市
で
約

１
４
０
世
帯
）
、
精
度
の
問
題
も

伴
っ
て
く
る
。

　
こ
こ
で
は
、
収
入
に
関
す
る
統

計
デ
ー
タ
で
地
域
別
の
も
の
が
存

在
す
る
調
査
の
う
ち
、
最
も
サ
ン

プ
ル
数
が
多
い
と
思
わ
れ
る
『
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
』
（
総
務
省
）

を
使
っ
て
検
証
す
る
（
図
５
）
。

こ
こ
で
は
、
世
帯
年
収
５
０
０
万

円
あ
た
り
を
軸
に
し
て
、
そ
れ
よ

り
低
収
入
の
世
帯
が
増
え
、
高
収

入
の
世
帯
が
減
る
傾
向
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
近
年
の
世
帯
構
成
の

変
化
の
影
響
（
核
家
族
化
や
高
齢

化
、
未
婚
・
離
婚
率
の
上
昇
な
ど
）

を
は
じ
め
様
々
な
要
因
が
考
え
ら

れ
る
。

　
ち
な
み
に
、
平
成
1
5
年
の
全
国

デ
ー
タ
を
比
較
と
し
て
掲
載
し
た

が
、
全
国
的
に
は
低
収
入
世
帯
の

割
合
が
高
く
、
年
収
２
０
０
万
円

未
満
の
世
帯
の
割
合
が
最
も
多
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
低
収
入
層

の
増
加
が
全
国
的
に
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
背
景
が
見
え
る
反

面
、
横
浜
は
全
国
ほ
ど
深
刻
化
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
か
ら

横
浜
の
格
差
の
拡
大
傾
向
ま
で
は

見
え
て
こ
な
い
。
所
得
を
生
み
出

す
の
は
主
に
労
働
や
資
産
で
あ

り
、
特
に
労
働
の
面
で
は
、
近
年

非
正
規
雇
用
の
増
加
や
低
賃
金
化

な
ど
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
激
変
が
深

刻
な
社
会
問
題
に
繋
が
っ
て
お

り
、
格
差
を
広
げ
て
い
る
主
な
要

因
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
消

費
に
も
格
差
の
影
響
は
及
ぶ
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
労
働
状
況

の
分
析
と
し
て
雇
用
の
形
態
と
消

費
実
態
に
つ
い
て
デ
ー
タ
分
析
を

行
い
、
格
差
の
手
が
か
り
を
多
角

的
に
探
る
。

②
雇
用
形
態
か
ら
検
証

（
１
）
完
全
失
業
率
は
拡
大
傾
向

　
雇
用
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
就
労

の
状
態
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
を

見
る
こ
と
に
す
る
。

　
完
全
失
業
率
に
つ
い
て
の
統
計

デ
ー
タ
を
図
６
～
図
1
0
に
示
す
。

（
一
般
的
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
公
表
数
値

は
都
道
府
県
単
位
ま
で
な
の
で
、

こ
こ
で
は
国
勢
調
査
よ
り
算
出
し

た
数
値
を
用
い
た
。
）
横
浜
で
は

平
成
1
7
年
ま
で
完
全
失
業
率
の
上

昇
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
特
に
男

性
の
ほ
う
が
上
昇
傾
向
で
あ
る

（
図
６
）
。

　
年
齢
別
に
詳
し
く
分
析
す
る

と
、
男
性
は
若
年
層
と
6
0
歳
以
上

で
完
全
失
業
率
が
高
い
。
し
か
し
、

経
年
比
較
で
は
6
0
歳
以
上
の
完
全

失
業
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
一
方

図６　男女別完全失業率で
、
6
0
歳
未
満
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
の
年
齢
層
で
上
昇
し
て
い

る
。
特
に
、
2
0
～
3
0
歳
代
の
上
昇

が
目
立
つ
　
（
図
７
）
。

　
女
性
に
つ
い
て
は
、
6
0
歳
代
に

ピ
ー
ク
が
な
い
こ
と
が
男
性
と
異

な
る
傾
向
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
よ

る
雇
用
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
）

で
あ
る
ほ
か
、
平
成
７
年
以
降
は

完
全
失
業
率
の
変
化
が
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
（
図

８
）
。

　
参
考
に
、
全
国
の
完
全
失
業
率

を
男
女
別
に
示
し
た
（
図
９
～

1
0
）
。
全
国
で
は
男
女
と
も
若
年

の
失
業
率
が
高
く
、
上
昇
の
割
合

も
高
い
。
若
年
層
の
雇
用
問
題
が

全
国
的
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
一
端
が
見
え
る
反
面
、
横
浜
は

全
国
ほ
ど
深
刻
化
し
て
い
な
い
様

子
が
こ
こ
で
も
う
か
が
え
る
。

　
一
方
、
完
全
失
業
者
数
ペ
ー
ス

で
検
証
す
る
と
、
2
0
～
3
0
歳
代
と

図７　年齢別完全失業率（横浜市・男）図９　年齢別完全失業率（全国・男）

図８　年齢別完全失業率（横浜市・女）図10　年齢別完全失業率（全国・女）
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6
0
歳
以
上
に
ピ
ー
ク
が
確
認
で
き

る
ほ
か
、
5
0
歳
代
後
半
の
層
で
増

加
の
傾
向
が
あ
る
。
若
年
の
ほ
う

の
ピ
ー
ク
を
さ
ら
に
注
目
す
る

と
、
平
成
７
年
時
に
は
2
0
代
前
半

に
あ
る
ピ
ー
ク
が
、
平
成
1
2
年
に

は
2
0
代
後
半
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
平
成
1
7
年
に
つ
い
て
は
、
ピ

ー
ク
は
変
わ
ら
ず
2
0
代
後
半
に
存

在
す
る
が
、
3
0
代
前
半
も
か
な
り

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
若
年
層
の
ピ
ー
ク
が
コ
ー
ホ

ー
ト
（
注
２
）
ご
と
に
シ
フ
ト
し

て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
（
図
1
1
）
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
完
全
失
業

者
数
を
主
な
コ
ー
ホ
ー
ト
別
に
分

類
し
た
も
の
を
図
1
2
に
示
し
た
。

平
成
1
7
年
に
3
0
～
3
4
歳
で
あ
る
コ

ー
ホ
ー
ト
に
つ
い
て
着
目
す
る

と
、
平
成
７
年
時
に
完
全
失
業
者

が
激
増
し
て
い
る
。
こ
の
世
代
は
、

い
わ
ゆ
る
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

世
代
で
あ
り
、
平
成
７
年
当
時
2
0

～
2
4
歳
で
大
学
卒
業
者
の
就
職
時

期
が
『
就
職
氷
河
期
』
に
重
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
コ
ー
ホ

ー
ト
の
完
全
失
業
者
数
は
こ
れ
以

後
あ
ま
り
減
っ
て
い
く
こ
と
な

く
、
平
成
1
7
年
時
に
お
い
て
も
高

い
数
値
を
持
続
し
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
世

代
で
大
卒
の
就
職
氷
河
期
時
に
就

職
で
き
な
か
っ
た
（
ま
た
は
就
職

後
間
も
な
く
退
職
し
て
し
ま
っ

た
）
人
々
は
、
そ
の
後
失
業
状
態

か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
高
い
完
全
失

業
者
数
を
保
っ
て
い
る
の
で
は
と

推
測
さ
れ
る
。

　
就
職
氷
河
期
に
多
く
の
人
が
就

労
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時

社
会
問
題
に
も
な
っ
た
が
、
現
在

に
お
い
て
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
ひ
と
つ
後
の
コ
ー

ホ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
平
成
1
2
年

（
当
時
2
0
～
2
4
歳
）
よ
り
完
全
失

業
者
が
急
増
し
て
お
り
、
平
成
1
7

年
に
は
さ
ら
に
増
え
た
。
近
年
の

若
年
未
就
労
者
問
題
の
一
端
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
一
方
、
ジ
リ
ジ
リ
と
数
値
が
上

昇
し
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
の
完
全
失
業
者
数
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
ト

ラ
の
ほ
か
、
終
身
雇
用
や
年
功
序

列
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
に
よ
る
影
響

も
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
雇
用
形
態
の
変
遷
（
就
業
構
造

　
基
本
調
査
よ
り
）

　
就
労
の
実
態
を
把
握
す
る
調
査

と
し
て
、
就
業
構
造
基
本
調
査

（
総
務
省
）
が
あ
る
。
し
か
し
直

近
の
平
成
1
9
年
調
査
に
つ
い
て
、

平
成
2
0
年
３
月
時
点
で
結
果
が
ま

だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ

こ
で
は
、
前
回
ま
で
の
同
調
査
の

雇
用
形
態
に
つ
い
て
の
統
計
デ
ー

タ
を
参
考
と
し
て
見
る
（
図
1
3
～

1
4
）
。

　
男
性
、
女
性
と
も
正
規
雇
用
者

図11　年齢別完全失業者数（総数）の
割
合
減
少
お
よ
び
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
・
派
遣
等
の
非
正
規
雇

用
者
の
割
合
増
加
が
見
ら
れ
、
平

成
９
年
以
降
は
そ
の
傾
向
が
加
速

し
て
い
る
。
特
に
女
性
に
お
い
て

は
、
平
成
1
4
年
で
正
規
と
非
正
規

の
割
合
が
逆
転
し
た
。
男
性
に
お

い
て
も
、
非
正
規
雇
用
者
が
1
0
％

を
超
え
た
。

　
し
か
し
、
公
表
さ
れ
て
い
る
最

新
の
調
査
結
果
が
平
成
1
4
年
と
い

う
こ
と
で
、
近
年
の
傾
向
に
つ
い

て
は
別
途
分
析
を
進
め
る
。

正規の職員・従業員の割合図13

図12　コーホート別完全失業者数（※凡例はH17年調査時の年齢）

図14　パート・アルバイト・派遣等の割合
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（
３
）
短
時
間
お
よ
び
短
期
間
労
働
は

　
増
加

　
雇
用
の
不
安
定
化
を
見
る
指
標

と
し
て
、
短
時
間
お
よ
び
短
期
間

の
労
働
者
数
の
推
移
に
着
目
す
る
。

　
し
か
し
、
一
般
的
に
ど
の
程
度

か
ら
『
短
時
間
労
働
』
と
定
義
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
労
働
基
準

法
に
は
『
一
日
に
８
時
間
、
一
週

間
に
4
0
時
間
を
越
え
た
労
働
に
つ

い
て
は
禁
止
』
と
い
う
上
限
に
つ

い
て
の
定
義
が
あ
る
が
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
今
回
は
国
勢

調
査
の
結
果
表
で
分
類
さ
れ
て
い

る
『
週
3
4
時
間
以
内
労
働
者
』
を

短
時
間
労
働
者
と
し
て
検
証
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
男
性
で
は
、
若
年
層
と
高
齢
層

で
短
時
間
労
働
が
多
く
、
特
に
近

年
で
は
高
齢
層
で
増
加
し
て
い

る
。
（
図
1
5
）
こ
れ
は
、
高
齢
層

の
「
勤
労
に
対
す
る
意
識
の
積
極

的
な
変
化
」
と
捉
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
が
、
年
金
受
給
額
と
の

関
係
な
ど
で
”
働
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
”
と
い
う
「
経
済
環
境
の

変
化
」
に
よ
る
要
因
も
十
分
考
え

ら
れ
る
。

　
女
性
で
は
、
平
成
1
2
年
調
査
で

は
5
0
歳
前
後
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
形

状
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
後
の
年

齢
層
の
短
時
間
労
働
者
が
増
加

し
、
平
成
1
7
年
調
査
で
は
3
5
～
6
4

歳
に
か
け
て
万
遍
な
い
ピ
ー
ク
の

カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
（
図
1
6
）
。

こ
れ
は
、
や
は
り
パ
ー
ト
タ
イ
ム

や
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
就
業
者
の

増
加
が
主
な
要
因
で
あ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
位
置
づ
け

た
短
時
間
労
働
者
の
例
外
（
休
暇

な
ど
に
よ
っ
て
、
調
査
週
に
た
ま

た
ま
週
3
4
時
間
以
内
で
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
）
を
補
う

意
味
で
『
週
1
4
時
間
以
内
労
働
者

数
』
に
つ
い
て
も
同
様
に
調
べ
た

と
こ
ろ
、
男
女
と
も
週
3
4
時
間
以

内
の
デ
ー
タ
と
類
似
し
た
傾
向
を

示
し
て
い
た
。

　
全
体
的
に
短
時
間
労
働
者
は
増

加
し
て
お
り
、
特
に
女
性
や
高
齢

層
な
ど
で
増
加
が
著
し
い
と
言
え

る
。
た
だ
し
こ
の
調
査
で
は
、
例

え
ば
複
数
の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し

て
い
る
場
合
、
各
仕
事
の
労
働
時

間
を
累
計
し
て
就
業
時
間
と
し
て

計
上
し
て
い
る
た
め
、
非
正
規
雇

用
者
で
も
そ
の
累
計
時
間
が
長
く

な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
こ
こ

に
表
れ
て
こ
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
次
に
、
短
期
間
労
働
者
数
の
検

証
と
し
て
、
国
勢
調
査
の
調
査
項

目
に
設
定
さ
れ
て
い
る
『
臨
時
雇
』

（
注
３
）
を
使
っ
て
検
証
す
る
。

臨
時
雇
数
は
こ
の
５
年
間
で
３
万

人
以
上
増
加
し
て
お
り
、
1
5
歳
以

上
の
人
口
比
で
も
0
.
8
ポ
イ
ン
ト
の

プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）
。

ま
た
、
男
女
別
に
見
て
も
、
男
性

で
は
高
齢
層
で
増
加
、
女
性
で
は

若
年
層
・
高
齢
層
と
も
増
加
し
て

表２　各種人口と比率の推移い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
1
7
～
1
8
）

特
に
、
女
性
の
2
5
～
4
5
歳
ま
で
の

増
加
が
著
し
い
。
ま
た
、
臨
時
雇

数
と
短
時
間
労
働
者
数
の
グ
ラ
フ

形
状
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
も
わ

か
る
。

　
短
時
間
労
働
者
数
お
よ
び
臨
時

雇
数
の
増
加
は
、
労
働
条
件
の
不

安
定
化
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
増
加
の
傾
向
が
類
似
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
つ
の

傾
向
に
何
ら
か
の
相
関
が
あ
る
の

で
は
と
推
察
で
き
る
。

③
消
費
か
ら
検
証

　
次
に
、
消
費
デ
ー
タ
か
ら
、
格

図15　週34時間以内労働者数（男）図16　週34時間以内労働者数（女）

図17　臨時雇数（男）図18　臨時雇数（女）
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差
は
人
々
の
消
費
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
検

証
す
る
。

　
全
国
消
費
実
態
調
査
（
総
務
省
）

を
利
用
し
、
世
帯
収
入
階
級
別
に

お
け
る
１
か
月
間
の
消
費
支
出
額

か
ら
収
入
階
級
別
の
調
査
対
象
平

均
世
帯
人
数
を
除
し
て
、
一
人
あ

た
り
の
消
費
支
出
額
を
算
出
し
比

較
し
た
（
図
1
9
）
。

　
食
料
や
教
養
娯
楽
に
つ
い
て

は
、
年
収
８
０
０
万
円
以
下
で
は

大
き
な
差
が
な
い
状
態
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
に
な
る
と
上
昇
し
て
い

る
。
年
収
８
０
０
万
円
以
下
で
は
、

世
帯
構
成
（
特
に
子
ど
も
の
数
や

年
齢
、
就
学
の
状
態
）
に
よ
る
も

の
や
貯
蓄
に
回
る
傾
向
が
強
い
な

ど
の
要
因
に
よ
っ
て
消
費
が
据
え

置
か
れ
、
逆
に
こ
れ
以
上
か
ら
消

費
が
全
体
的
に
底
上
げ
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
豊
か
な
世
帯
に
突
入
す

る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
保
健
医
療
の
消
費
分
布
に
つ
い

て
は
大
き
な
差
は
な
い
が
、
低
収

入
と
高
収
入
の
世
帯
で
若
干
高
い

形
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
も
差
が
顕
著
な
の
が
教
育
で

あ
る
。
親
の
所
得
格
差
が
子
ど
も

の
教
育
に
大
き
く
影
響
す
る
『
教

育
格
差
』
は
、
世
代
を
超
え
た
格

差
の
固
定
化
に
繋
が
る
と
し
て
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
子
ど
も
の
数
や
年
齢
、
就

学
状
況
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
教
育
格

差
ま
で
見
え
て
こ
な
い
。

　
住
居
に
つ
い
て
は
、
年
収
６
０

０
万
円
程
度
か
ら
消
費
額
が
下
落

し
て
い
る
。
こ
の
年
収
あ
た
り
か

ら
、
居
住
形
態
が
賃
貸
か
ら
持
家

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
持
家
率
の
統
計
デ
ー
タ
か

ら
も
、
年
収
の
上
昇
に
応
じ
て
持

家
率
も
上
昇
し
、
年
収
５
０
０
万

円
あ
た
り
か
ら
持
家
が
概
ね
6
0
％

を
超
え
て
く
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
（
図
2
0
）
。

④
世
帯
構
成
別
で
検
証

　
冒
頭
の
ジ
ニ
係
数
の
検
証
で

は
、
世
帯
構
成
別
で
比
較
す
る
と

「
一
人
親
と
未
婚
の
子
世
帯
」
「
単

身
世
帯
」
で
係
数
値
が
高
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
、
世
帯

構
成
別
と
い
う
観
点
か
ら
他
の
統

計
デ
ー
タ
を
見
る
。

　
ま
ず
、
一
人
親
と
未
婚
の
子
世

帯
に
つ
い
て
着
目
す
る
。
前
述
の

消
費
の
検
証
で
触
れ
た
住
居
に
着

目
し
、
国
勢
調
査
を
使
っ
て
、
世

帯
別
の
住
居
形
態
を
詳
細
に
比
較

し
た
（
図
2
1
）
。
こ
こ
か
ら
、
他

の
世
帯
と
比
べ
て
母
子
世
帯
の
持

家
率
が
極
端
に
低
い
こ
と
、
ま
た
、

借
家
の
中
で
も
公
営
の
借
家
率
が

極
端
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
前

述
の
低
収
入
世
帯
ほ
ど
持
家
率
が

低
い
傾
向
（
図
2
0
）
や
、
所
得
条

件
の
あ
る
公
営
の
借
家
率
が
高
い

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
母
子
世
帯

に
は
低
収
入
世
帯
が
多
い
と
い
う

収入階級別一人あたり１か月間の消費支出額の内訳（平成16年）

（消費額･円）

図19

図20　世帯年収別持家・借家割合

図21　世帯別住居形態比較（平成17年）図22　母子世帯の収入割合
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こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
平
成

1
5
年
度
に
実
施
し
た
横
浜
市
調
査

で
は
、
母
子
世
帯
の
半
数
以
上
が

年
収
３
０
０
万
円
以
下
と
い
う
結

果
を
公
表
し
て
い
る
（
図
2
2
）
。

　
そ
れ
で
は
、
単
身
世
帯
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。
実
は
、
調
査
に
よ

っ
て
は
単
身
世
帯
が
調
査
対
象
か

ら
外
さ
れ
て
い
た
り
、
近
年
対
象

に
含
ま
れ
た
も
の
で
も
調
査
項
目

自
体
が
少
な
か
っ
た
り
な
ど
、
統

計
デ
ー
タ
は
多
く
な
い
。
以
前
は

相
対
的
に
少
な
か
っ
た
単
身
世
帯

の
増
加
に
、
統
計
調
査
が
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
、
就
業
構

造
基
本
調
査
を
利
用
し
て
、
単
身

世
帯
の
所
得
階
級
割
合
を
年
齢
別

に
比
較
し
た
（
図
2
3
）
。
こ
こ
か

ら
は
、
や
は
り
2
4
歳
以
下
の
若
年

層
と
5
5
歳
以
上
の
高
齢
層
で
低
所

得
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
年

齢
層
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
一
般
世

帯
と
の
所
得
分
布
を
比
較
す
る

と
、
高
齢
層
の
ほ
う
が
一
般
世
帯

と
の
相
違
が
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た

（
図
2
4
～
2
6
）
。

　
以
上
よ
り
、
世
帯
別
の
検
証
か

ら
は
、
母
子
世
帯
と
、
単
身
世
帯

で
も
特
に
高
齢
者
の
単
身
世
帯

で
、
相
対
的
な
低
収
入
の
傾
向
が

見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

で
き
る
。

⑤
生
活
保
護
か
ら
検
証

（
１
）
保
護
世
帯
・
人
員
は
増
加
中

　
先
述
の
世
帯
構
成
別
の
検
証
で

は
、
母
子
世
帯
と
高
齢
単
身
世
帯

に
つ
い
て
相
対
的
低
収
入
の
傾
向

を
見
出
し
た
。
所
得
の
格
差
は
、

大
多
数
の
格
差
の
議
論
で
焦
点
と

な
る
。

　
そ
こ
で
今
度
は
、
生
活
保
護
数

の
推
移
を
見
る
。
生
活
保
護
世

帯
・
人
員
と
も
大
幅
に
増
加
し
て

お
り
、
こ
の
1
0
年
で
約
２
倍
と
な

っ
て
い
る
（
図
2
7
）
。
生
活
保
護

費
の
予
算
決
算
を
見
る
と
、
決
算

額
の
推
移
で
は
近
年
の
伸
び
が
特

に
著
し
く
（
図
2
8
）
、
平
成
1
9
年

の
予
算
と
し
て
は
、
健
康
福
祉
局

全
体
の
一
般
会
計
の
う
ち
約
３
割

を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る

（
表
３
）
。

　
生
活
保
護
の
世
帯
構
成
別
割
合

（
平
成
1
7
年
）
と
し
て
は
、
高
齢

者
の
単
身
世
帯
が
最
も
多
く
、
全

体
の
4
0
％
弱
を
占
め
て
い
る
ほ

か
、
単
身
世
帯
全
体
で
見
て
も
全

体
の
約
7
6
％
に
上
っ
て
お
り
、
単

身
世
帯
の
貧
困
者
が
相
対
的
に
多

い
（
図
2
9
）
。

　
増
加
率
の
推
移
を
世
帯
構
成
別

で
比
較
す
る
と
、
高
齢
単
身
世

帯
・
高
齢
世
帯
・
母
子
世
帯
と
も

に
全
体
値
よ
り
高
く
、
こ
の
1
0
年

間
で
２
倍
を
超
え
て
い
る
。
特
に

母
子
世
帯
で
近
年
の
増
加
率
の
伸

び
が
著
し
い
（
図
3
0
）
。

　
な
お
、
他
都
市
と
比
較
す
る
と

ど
う
か
。
平
成
1
7
年
度
デ
ー
タ
を

も
と
に
政
令
指
定
都
市
（
1
7
都
市
）

で
比
較
す
る
と
、
横
浜
市
は
、
生

活
保
護
人
員
で
は
４
８
，
２
１
０

人
で
ワ
ー
ス
ト
３
位
に
対
し
、
人

員
保
護
率
で
は
1
3
・
５
‰
と
ワ
ー

ス
ト
９
位
で
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な

い
。
他
都
市
で
は
大
阪
市
が
実
人

員
、
人
員
保
護
率
と
も
に
高
く
、

特
に
近
年
は
増
加
傾
向
が
著
し

い
。
ち
な
み
に
名
古
屋
市
は
横
浜

市
よ
り
低
い
数
値
と
な
っ
て
い

る
。
全
体
と
し
て
関
西
方
面
の
都

市
で
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る

が
、
札
幌
市
も
高
い
。
（
図
3
1
、

表
４
～
５
）

（
２
）
貧
困
を
取
り
巻
く
環
境
と
今
後

　
の
推
移

　
こ
こ
ま
で
着
目
し
て
き
た
高
齢

単
身
世
帯
と
母
子
世
帯
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て

い
く
と
想
定
で
き
る
か
、
ま
ず
検

世帯所得別世帯数割合（15-24歳）図24

図23　単身世帯　年齢階級別所得階層割合図25　世帯所得別世帯数割合（55-64歳）

図26　世帯所得別世帯数割合（65歳以上）
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表３　平成19年度　健康福祉局一般会計予算の主な内訳

図29　生活保護の世帯構成別割合（H17年）

図30　生活保護受給世帯別増加率（平成8年＝100）

図31　人員保護率推移比較（主要都市）

図27　生活保護世帯・人員の推移

人員数

図28　生活保護費（法定分）決算額の推移
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証
す
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
流
れ
や
、
近
年

　
の
核
家
族
化
か
ら
推
測
す
る
と
、

　
高
齢
者
単
身
世
帯
に
つ
い
て
は
今

　
後
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
で
あ

　
ろ
う
。
過
去
の
傾
向
か
ら
も
、
高

　
齢
単
身
世
帯
は
著
し
く
増
加
し
て

　
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
3
2
）
。

　
ま
た
、
母
子
世
帯
の
推
移
に
大

き
く
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
離
婚

件
数
に
つ
い
て
も
、
平
成
1
4
年
以

降
で
は
若
干
の
減
少
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
全
体
で
は
増
加
傾
向
で

推
移
し
て
き
た
（
図
3
3
）
。
「
も
は

や
離
婚
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
よ

う
な
離
婚
に
対
す
る
意
識
の
変
化

が
、
母
子
世
帯
の
増
加
に
繋
が
り
、

結
果
的
に
困
窮
世
帯
を
増
や
し
て

し
ま
う
確
率
を
高
く
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
世
帯
数
に
つ
い
て

も
、
近
年
増
え
続
け
て
い
る
中
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
（
9
5
％
前
後
）
が

離
別
や
未
婚
に
よ
る
母
子
世
帯
で

あ
る
（
図
3
4
）
。

　
　
こ
の
よ
う
に
、
統
計
デ
ー
タ
か

ら
は
高
齢
単
身
世
帯
と
母
子
世
帯

が
今
後
増
加
し
て
い
く
可
能
性
が

高
い
と
読
み
取
れ
、
貧
困
層
の
拡

大
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
冒
頭
に
触
れ
た
ジ
ニ

係
数
の
検
証
で
、
格
差
改
善
の
働

き
を
す
る
社
会
保
障
が
年
々
拡
大

し
て
い
る
と
い
う
分
析
結
果
を
踏

ま
え
る
と
（
図
３
）
、
今
後
更
な

る
生
活
保
護
受
給
者
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
な
か
、
格
差
が
生
じ
た

後
の
是
正
措
置
を
充
実
さ
せ
て
い

く
政
策
を
推
進
し
て
も
、
い
ず
れ

財
源
の
限
界
を
迎
え
る
こ
と
は
必

至
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
完
全
失
業
率
の
検
証
で

も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
層

と
同
様
に
深
刻
な
の
が
、
失
業
状

態
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
若
年
層

（
就
職
氷
河
期
の
コ
ー
ホ
ー
ト
）

の
雇
用
問
題
で
あ
り
、
併
せ
て
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

４
一
お
わ
り
に
～
デ
ー
タ
検
証
か
ら
～

　
以
上
、
現
代
の
格
差
社
会
と
そ

の
要
因
に
つ
い
て
、
横
浜
市
の
統

計
デ
ー
タ
を
中
心
に
分
析
し
た
。

確
か
に
格
差
は
存
在
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
格
差
社
会
の
実
態
は

「
豊
か
な
世
帯
は
変
わ
ら
ず
存
在

す
る
一
方
で
、
貧
し
い
世
帯
は
増

加
し
て
い
る
、
ま
た
は
そ
の
状
況

に
容
易
に
陥
る
危
険
性
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
」
こ
と
で
は
な
い
か
。

そ
の
意
味
で
格
差
の
拡
大
は
進
行

し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
統
計
デ
ー
タ
で
見
え
て
く
る
貧

困
の
世
帯
と
し
て
「
高
齢
単
身
世

帯
」
「
母
子
世
帯
」
を
こ
こ
で
は

着
目
し
た
。
し
か
し
、
雇
用
形
態

の
不
安
定
化
に
も
あ
る
よ
う
に
、

ど
の
層
に
も
貧
困
に
陥
る
危
険
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
例
え
ば
、
短
時
間
・
短
期
間
労

生活保護実人員／

大都市比較（平成17年度）

表４表５　生活保護人員保護率／
　　　大都市比較（平成17年度）

図33　離婚件数の推移

図32　高齢単身世帯数の推移図34　児童扶養手当の受給世帯数の推移
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働
者
数
の
推
移
で
は
、
女
性
と
高

齢
者
の
増
加
に
隠
れ
て
い
た
が
、

男
性
の
若
年
～
働
き
盛
り
の
世
代

も
微
増
し
て
い
る
（
図
1
5
～
1
8
）
。

ま
た
、
失
業
率
の
コ
ー
ホ
ー
ト
推

移
で
触
れ
た
よ
う
に
、
一
度
の
落

ち
込
み
（
未
就
業
状
態
）
を
取
り

戻
す
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現
状

も
デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
け
る
の
で

あ
る
。

　
平
成
2
0
年
１
月
、
平
成
1
9
年
の

全
国
完
全
失
業
率
が
3
.
9
％
と
発
表

さ
れ
た
（
労
働
力
調
査
）
。
最
も
高

か
っ
た
平
成
1
4
年
（
5
.
4
％
）
以
降
改

善
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
ジ
ニ
係

数
は
こ
の
問
も
上
昇
し
続
け
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
も
、
仕
事
に
は
就

い
た
も
の
の
短
時
間
や
短
期
間
、

そ
し
て
低
賃
金
で
の
条
件
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
と
考
察
で
き
る
。

　
現
代
の
競
争
社
会
に
お
い
て
、

経
済
的
な
困
窮
状
況
に
陥
る
危
険

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

陥
っ
た
ら
元
に
戻
る
の
が
難
し
い

と
い
う
状
況
が
、
格
差
問
題
の
一

番
の
根
幹
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に

そ
の
よ
う
な
世
帯
の
増
加
に
よ
っ

て
、
本
来
そ
れ
ら
を
支
え
、
改
善

へ
導
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
機
能

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
背
景
に
は
、
現
代
の
少
子
高
齢

化
や
核
家
族
化
な
ど
家
族
形
態
の

変
化
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
大

い
に
あ
ろ
う
。
単
独
世
帯
や
夫
婦

の
み
世
帯
が
大
幅
に
増
加
し
、
高

齢
者
を
取
り
巻
く
世
帯
構
成
も
小

規
模
化
か
進
ん
で
い
る
（
図
3
6
～

3
7
）
。
文
化
的
な
要
素
も
あ
る
が
、

結
果
的
に
助
け
合
う
生
活
集
団
が

崩
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
、
格
差

を
助
長
す
る
大
き
な
要
因
の
ひ
と

つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
近
年
精
神
障
害
者
が
増
加
し
て

き
て
い
る
こ
と
も
、
格
差
と
無
関

係
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
（
図

3
5
）
。

精
神
手
帳
・
：
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
数

精
神
障
害
者
・
：
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
把
握

し
て
い
る
精
神
障
害
者
数

知
的
障
害
者
…
知
的
障
害
者
「
愛
の
手
帳
」

（
療
養
手
帳
）
の
交
付
数

５

統
計
デ
ー
タ
で
見
え
な
い

格
差
の
存
在

　
「
統
計
に
表
れ
て
こ
な
い
存
在

が
あ
る
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
近
年
、
個
人
情
報
保
護
の

思
想
が
浸
透
し
た
影
響
も
あ
り
、

調
査
に
対
し
て
非
協
力
的
な
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、
所
得

や
貯
蓄
な
ど
の
調
査
項
目
に
つ
い

て
は
調
査
が
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
非
協
力
的
な
世
帯
に
貧
困
者

図36　家族構成の推移

が
固
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

し
、
そ
の
逆
か
も
し
れ
な
い
。
さ

ら
に
、
例
え
ば
毎
日
の
生
活
に
追

わ
れ
て
い
る
低
収
入
の
単
身
世
帯

の
中
で
は
、
果
た
し
て
ど
れ
く
ら

い
の
人
々
が
統
計
調
査
に
協
力
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え

る
と
、
統
計
に
表
れ
て
こ
な
い
貧

困
層
が
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
の
で

は
と
想
像
し
て
し
ま
う
。

　
統
計
デ
ー
タ
か
ら
政
策
を
検
討

す
る
際
、
統
計
調
査
の
主
旨
・
条
件

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
調
査
に

表
れ
な
い
存
在
に
つ
い
て
も
同
様

に
留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

図37　65歳以上高齢者のいる世帯の類型別構成

（
注
１
）

ジ
ニ
係
数
‥
所
得
の
不
平
等
さ
を
表
す
指

数
。
係
数
の
範
囲
は
Ｏ
か
ら
１
で
、
値
が
小

さ
い
ほ
ど
格
差
が
少
な
く
、
仮
に
０
と
し
た

場
合
は
「
完
全
な
平
等
＝
全
員
が
同
じ
所
得

を
得
て
い
る
状
態
」
を
意
味
す
る
。
目
安
と

し
て
、
一
般
的
に
は
０
・
２
～
０
・
３
程
度
、

自
由
経
済
に
お
い
て
は
０
・
３
～
０
・
４
程

度
が
通
常
の
値
と
い
わ
れ
て
い
る
（
競
争
の

中
で
好
ま
し
い
面
も
あ
る
た
め
）
。
し
か
し
、

対
象
調
査
に
よ
っ
て
対
象
や
サ
ン
プ
ル
数
な

ど
の
条
件
の
違
い
か
ら
数
値
が
異
な
る
（
こ

こ
で
取
り
上
げ
た
所
得
再
分
配
調
査
の
数
値

と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
調
査
の
数
値
も
異
な
っ
て
い

る
）
こ
と
を
は
じ
め
、
取
り
扱
い
の
際
に
留

意
す
る
点
が
多
く
、
あ
く
ま
で
不
平
等
さ
を

客
観
的
に
分
析
し
比
較
す
る
代
表
的
な
指
標

の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
注
２
）

コ
ー
ホ
ー
ト
：
同
年
、
ま
た
は
同
時
期
に
出

生
し
た
集
団
の
こ
と
。
人
口
学
用
語
で
、
い

わ
ゆ
る
世
代
の
こ
と
。
『
団
塊
の
世
代
』
な

ど
は
、
コ
ー
ホ
ー
ト
を
表
現
す
る
一
例
。

（
注
３
）

臨
時
雇
‥
国
勢
調
査
に
お
い
て
使
わ
れ
る
就

業
者
の
区
分
の
ひ
と
つ
で
、
雇
用
者
の
う
ち

『
日
々
、
ま
た
は
１
年
以
内
の
期
間
を
定
め

て
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
』
の
こ
と
。
『
常
雇
』

（
＝
期
限
を
定
め
ず
に
、
ま
た
は
１
年
を
超

え
る
期
間
を
定
め
て
雇
わ
れ
て
い
る
人
）
と

区
別
さ
れ
る
。
今
回
一
緒
に
取
り
上
げ
て
い

る
労
働
時
間
（
短
時
間
労
働
者
）
と
と
も
に
、

平
成
1
2
年
国
勢
調
査
か
ら
調
査
項
目
に
加
わ

っ
て
い
る
。
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図35　主な障害者数の推移
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